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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画像情報が所定のファイルシステムに基づく第１の階層構成で記憶された記憶手
段と、
　前記記憶手段に記憶された画像情報を選択する画像情報選択手段と、
　前記選択された画像情報のカテゴリーを階層別に選択するカテゴリー選択手段と、
　前記画像情報選択手段により選択された各階層のカテゴリーに基づいて、前記ファイル
システムの第１の階層構成とは異なる第２の階層構成を指定し、前記画像情報に係る第２
の階層構成を制御ファイルとして作成する制御ファイル作成手段と、
　前記制御ファイル作成手段により作成された制御ファイルを前記記憶手段に記憶させる
制御手段と、
　前記記憶手段に記憶された前記制御ファイルを選択する制御ファイル選択手段と、
　外部記憶装置との間で前記記憶手段に記憶された画像情報の送受を可能にする通信手段
と、
　を具備し、
　前記選択された制御ファイルにより指定される画像情報を、前記通信手段を介して前記
外部記憶装置に移動またはコピーする際、前記制御手段は、該選択された制御ファイルに
指定された第２の階層構成のとおりに移動またはコピーされるように前記外部記憶装置に
対して画像情報を送信する、
　ことを特徴とする電子カメラ。
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【請求項２】
　前記制御手段は、前記外部記憶装置に前記制御ファイル選択手段により選択された制御
ファイルにより指定される第２の階層構成が存在しない場合、該第２の階層構成を前記外
部記憶装置に作成させた後に前記画像情報を記憶させるように制御する、
　ことを特徴とする請求項１記載の電子カメラ。
【請求項３】
　前記制御ファイルを編集する編集手段、
　を更に有することを特徴とする請求項１又は２記載の電子カメラ。
【請求項４】
　前記制御ファイルに情報を追記する追記手段、
　を更に有することを特徴とする請求項１乃至３の何れか一項記載の電子カメラ。
【請求項５】
　前記カテゴリー選択手段により選択されるカテゴリーを追加、変更、又は削除するカテ
ゴリー編集手段、
　を更に有することを特徴とする請求項１乃至４の何れか一項記載の電子カメラ。
【請求項６】
　前記階層構成の階層数は、前記カテゴリー選択手段により選択されたカテゴリー数にな
る、
　ことを特徴とする請求項１乃至５の何れか一項記載の電子カメラ。
【請求項７】
　同一の画像情報に対し前記制御ファイルを一つ又は複数作成可能である、
　ことを特徴とする請求項１乃至６の何れか一項記載の電子カメラ。
【請求項８】
　所定のファイルシステムに基づく第１の階層構成で複数の画像情報を記憶し、
　前記記憶された画像情報を選択し、
　前記選択された画像情報のカテゴリーを階層別に選択し、
　前記選択された各階層のカテゴリーに基づいて、前記ファイルシステムの階層構成とは
異なる第２の階層構成を指定し、前記画像情報に係る第２の階層構成を制御ファイルとし
て作成し、
　前記作成された制御ファイルを記憶し、
　前記記憶された制御ファイルを選択し、
　前記選択された制御ファイルによって指定される画像情報を、外部記憶装置に移動また
はコピーする際、前記選択された制御ファイルで指定されている第２の階層構成のとおり
に記憶させる、
　ことを特徴とする電子カメラの記憶方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、装着されているメモリカード等に記憶された画像情報を外部記憶装置の記憶
媒体等に移動又はコピーすることができる電子カメラに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、電子カメラに装着されているメモリカードに記憶された画像情報を外部記憶装置
の記憶媒体に移動又はコピーする場合、一般に、メモリカードに記憶された画像情報の階
層構成のとおりに移動又はコピーするようになされていた。
　図１１は、その従来の移動又はコピーを説明する図である。
【０００３】
　同図は、電子カメラ２１に装着されているメモリカードに記憶された画像情報をストレ
ージデバイス２２の記憶媒体に移動又はコピーする場合の例を示している。階層構成２３
は、電子カメラ２１に装着されているメモリカードに記憶された画像情報の階層構成を示
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している。ここで、階層構成２３にある、”１００ＯＬＹＰ”や”Ｂｉｒｔｈｄａｙ”等
の階層（ディレクトリー或いはフォルダーともいう）は、電子カメラ２１が画像情報をメ
モリカードに記憶する際に自動的に作成したもの（例えば”１００ＯＬＹＰ”）や、予め
ユーザの指示に応じて作成したもの（例えば”Ｂｉｒｔｈｄａｙ”）である。階層構成２
４は、移動又はコピーによって、ストレージデバイス２２の記憶媒体に記憶された画像情
報の階層構成を示している。
【０００４】
　このように、従来においては、電子カメラのメモリカードに記憶された画像情報の階層
構成のとおりに移動又はコピーが行われていたために、その移動又はコピーの際に、ユー
ザの好みに応じた分類となる階層構成で画像情報を記憶させることができなかった。
　一方で、特許文献１に記載される画像編集装置においては、メモリカード上の所定領域
である管理領域に編集可能な管理情報を格納するようにし、この管理情報を編集すること
によって階層構成の一部等が編集可能にされている。これによれば、一定のファイルシス
テムにおいて、編集後の管理情報に係る階層構成のとおりに画像情報を記憶させることが
できる。
【特許文献１】特許第３２３０５３４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら上記特許文献１においては、適用可能なファイルシステムが一定のものに
限られ、また編集可能な階層構成も一部のもの（２階層まで）に限られていたために、広
範なファイルシステムにおいて、移動先又はコピー先となる記憶媒体に、ユーザの好みに
応じた分類となる階層構成で画像情報を記憶させることができなかった。
【０００６】
　本発明は、上記実情に鑑み、画像情報を移動又はコピーする場合に、適用されるファイ
ルシステムに制限されることなく、ユーザの好みに応じた分類となる階層構成で画像情報
を記憶させることができる電子カメラ、及び記憶方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するため、本発明の第１の態様に係る電子カメラは、複数の画像情報が
所定のファイルシステムに基づく第１の階層構成で記憶された記憶手段と、前記記憶手段
に記憶された画像情報を選択する画像情報選択手段と、前記選択された画像情報のカテゴ
リーを階層別に選択するカテゴリー選択手段と、前記画像情報選択手段により選択された
各階層のカテゴリーに基づいて、前記ファイルシステムの第１の階層構成とは異なる第２
の階層構成を指定し、前記画像情報に係る第２の階層構成を制御ファイルとして作成する
制御ファイル作成手段と、前記制御ファイル作成手段により作成された制御ファイルを前
記記憶手段に記憶させる制御手段と、前記記憶手段に記憶された前記制御ファイルを選択
する制御ファイル選択手段と、外部記憶装置との間で前記記憶手段に記憶された画像情報
の送受を可能にする通信手段と、を具備し、前記選択された制御ファイルにより指定され
る画像情報を、前記通信手段を介して前記外部記憶装置に移動またはコピーする際、前記
制御手段は、該選択された制御ファイルに指定された第２の階層構成のとおりに移動また
はコピーされるように前記外部記憶装置に対して画像情報を送信する、構成である。
【０００８】
　上記の構成によれば、ユーザの指示に応じて画像情報とカテゴリーとを選択することに
より、選択した画像情報に対しユーザの好みに応じた分類となる階層構成を指定する制御
ファイルを作成・記憶することができる。また、この構成によれば、ユーザの指示に応じ
て選択した制御ファイルにより指定される画像情報の階層構成のとおりに該画像情報を記
憶させることができるので、特定の画像情報をユーザの好みに応じた分類となる階層構成
で記憶させることができる。
【０００９】
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　本発明の第２の態様に係る電子カメラは、前述の第１の態様において、前記制御手段は
、前記外部記憶装置に前記制御ファイル選択手段により選択された制御ファイルにより指
定される第２の階層構成が存在しない場合、該第２の階層構成を前記外部記憶装置に作成
させた後に前記画像情報を記憶させるように制御する、構成である。
【００１０】
　この構成によれば、画像情報の記憶先となる記憶媒体に存する階層構成に依存すること
なく、制御ファイルにより指定される画像情報の階層構成のとおりに該画像情報を記憶さ
せることができる。
　本発明の第３の態様に係る電子カメラは、前述の第１又は２の態様において、前記制御
ファイルを編集する編集手段、を更に有する構成である。
　この構成によれば、一旦、作成・記憶した制御ファイルであっても、後に、自由に内容
を編集することができる。
【００１１】
　本発明の第４の態様に係る電子カメラは、前述の第１乃至３の何れか一つの態様におい
て、前記制御ファイルに情報を追記する追記手段、を更に有する構成である。
　この構成によれば、一旦、作成・記憶した制御ファイルであっても、後に、自由に情報
を追記することができる。
【００１２】
　本発明の第５の態様に係る電子カメラは、前述の第１乃至４の何れか一つの態様におい
て、前記カテゴリー選択手段により選択されるカテゴリーを追加、変更、又は削除するカ
テゴリー編集手段、を更に有する構成である。
　この構成によれば、自由にカテゴリーの追加、変更、又は削除ができる。
【００１３】
　本発明の第６の態様に係る電子カメラは、前述の第１乃至５の何れか一つの態様におい
て、前記階層構成の階層数は、前記カテゴリー選択手段により選択されたカテゴリー数に
なる、構成である。
　この構成によれば、階層構成の階層数は、選択されたカテゴリー数になる。
【００１４】
　本発明の第７の態様に係る電子カメラは、前述の第１乃至６の何れか一つの態様におい
て、同一の画像情報に対し前記制御ファイルを一つ又は複数作成可能である、構成である
。
　この構成によれば、同一の画像情報に対して異なる階層構成を指定する制御ファイルを
複数、作成・記憶することができる。
【００１８】
　また、本発明は、上述の電子カメラに限らず、記憶方法として構成することも可能であ
る。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、画像情報を移動又はコピーする場合に、適用されるファイルシステム
に制限されることなく、ユーザの好みに応じた分類となる階層構成で画像情報を記憶させ
ることが可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施例を図面を参照しながら説明する。
　図１は、本発明の一実施例に係る電子カメラの構成図である。
　同図の電子カメラ１において、ＣＰＵ２、補助記憶部３、主記憶部４、表示部５、撮像
部６、通信インターフェイス７、及び画像処理部８は、バス９を介して相互に接続されて
おり、ＣＰＵ２による管理の下で相互にデータ授受を行うことができる。
【００２１】
　ＣＰＵ２は、フラッシュメモリ（Ｆｌａｓｈ　Ｍｅｍｏｒｙ）１０に記憶されている制
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御プログラムを読み出し実行することによって、当該電子カメラ１の全体の動作を制御す
るものである。尚、フラッシュメモリ１０には制御プログラムの他、後述のカテゴリーに
係る情報等も記憶されている。補助記憶部３は、当該電子カメラ１に装着されているメモ
リカードへの画像情報や制御ファイルの記憶、或いはそのメモリカードからの画像情報や
制御ファイルの読み出しを行うものである。ここで、制御ファイルとは、画像情報の階層
構成を指定するものであり詳細は後述する。主記憶部４は、例えばＤＲＡＭ或いはＳＲＡ
Ｍを備えて構成されＣＰＵ２や画像処理部８によりワークメモリとして使用される。表示
部５は、例えばＬＣＤ（Liquid Crystal Display）であり、画像情報に係る画像やユーザ
が選択可能な各種選択項目等を表示するものである。撮像部６は、ＣＣＤ（ Charge Coup
led Devices ）等を備えて構成され被写体を撮像して画像情報を得るものである。通信イ
ンターフェイス７は、当該電子カメラ１とＵＳＢ（ Universal Serial Bus ）ケーブル等
を介して接続される、例えばＭＯドライブ装置，ＣＤ－Ｒドライブ装置，又はＤＶＤ－Ｒ
ドライブ装置といった外部記憶装置１１等との間で画像情報等の送受を可能にするもので
ある。これにより、例えば、当該電子カメラ１に外部記憶装置１１等を接続してシステム
を構成することができる。尚、外部記憶装置１１は、ＰＣ（パーソナルコンピュータ）に
内蔵されているもの或いはＰＣに接続されているもの等も含まれる。画像処理部８は、画
像情報の記憶・再生のためのＪＰＥＧ（Joint Photographic Experts Group）方式による
画像情報の圧縮・伸張の処理を行うものである。入力部１２は、ボタンやスイッチ等を備
えて構成されユーザの操作により受け付けた指示をＣＰＵ３に入力するものである。
【００２２】
　次に、この電子カメラ１の動作について説明する。
　この電子カメラ１では、装着されているメモリカードに記憶されている特定の画像情報
の階層構成を指定する制御ファイルを予め作成・記憶しておき、その制御ファイルに基づ
いて、その特定の画像情報を、他の記憶媒体、例えば接続されている外部記憶装置１１の
記憶媒体に移動又はコピーすることにより、その特定の画像情報を、その制御ファイルに
より指定される階層構成のとおりに記憶させることができるようになっている。従って、
その制御ファイルに、ユーザの好みに応じた分類となる階層構成を指定しておけば、その
階層構成のとおりに、移動先又はコピー先となる記憶媒体に記憶させることができるもの
である。また、制御ファイルについては、ファイルシステム上のファイルとして取り扱わ
れるため、適用可能なファイルシステム（例えばＦＡＴ，ＵＦＳ，ＨＦＳ等）が制限され
ることもないものである。
【００２３】
　図２は、そのような動作の一例を概略的に示した図である。
　同図の例では、電子カメラ１にストレージデバイス１３が接続され、電子カメラ１のメ
モリカードには、階層構成１４に示したとおり、画像情報がＤＣＦ（ Design rule for C
amera File system ）に基づく階層構成で記憶されている。また、予め作成・記憶された
制御ファイル１５には、メモリカードに記憶されている画像情報である”Ｐ０２１０１０
．ｊｐｇ”と”Ｐ０２１０１１．ｊｐｇ”の階層構成として”運動会－２００２秋”が指
定されている（不図示）。
【００２４】
　この場合、この制御ファイル１４に基づいて、電子カメラ１のメモリカードに記憶され
ている”Ｐ０２１０１０．ｊｐｇ”と”Ｐ０２１０１１．ｊｐｇ”をストレージデバイス
１３の記憶媒体に移動又はコピーすると、これらの画像情報が、その制御ファイル１４に
よって指定される階層構成”運動会－２００２秋”のとおりにストレージデバイス１３の
記憶媒体に記憶されるようになる。階層構成１６は、移動後又はコピー後のストレージデ
バイス１３の記憶媒体の階層構成を示している。
【００２５】
　また、この電子カメラ１では、図３に示したように、制御ファイルを１つだけでなく複
数、作成・記憶させることが可能である。同図では、一例として、作成・記憶された複数
の制御ファイルとして４つの制御ファイル１５（１５ａ、１５ｂ、１５ｃ、１５ｄ）を示
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している。また、必要に応じて、各制御ファイルの内容を編集することが可能になってお
り、また、必要に応じて、各制御ファイルに他の情報を追記することが可能になっている
。
【００２６】
　ここで、階層構成を決定する各カテゴリー間の関係と、制御ファイルの記述例について
説明する。
　図４(a),(b) は、階層構成を決定する各カテゴリー間の関係の一例を示した図である。
　同図(a) の例では、カテゴリーとして、”スポーツ”、”家族”、”旅行”、”芸術”
、”ポートレート”、”２０００年”が示されており、各カテゴリー間の関係が矢印で示
されている。これによれば、例えば、”スポーツ”に着目すると、同図(b) に示したよう
な階層構成等が得られることになる。
【００２７】
　尚、制御ファイルは、最終階層となるカテゴリー毎に作成されることになるので、同図
(b) の場合の階層構成を指定する制御ファイルが作成される場合には、”スポーツ－家族
－旅行”の階層構成を指定する制御ファイルと、”スポーツ－ポートレート”の階層構成
を指定する制御ファイルとの２つの制御ファイルが作成されることになる。
【００２８】
　図５は、制御ファイルの記述例を示した図である。
　同図の例は、画像情報の階層構成がＸＭＬ（ eXtensible Markup Language ）又はＨＴ
ＭＬ（ Hyper Text Markup Language ）等のようなメタデータにより記述された例であり
、メモリカードに記憶されている画像情報である、”Ｐ０２１０１０．ｊｐｇ”，”Ｐ０
２１０１１．ｊｐｇ”の階層構成として”２０００秋－運動会”を指定することを記述し
ている。
【００２９】
　尚、同図の記述例において、”ＣＡＴＥＧＯＲＹ”はカテゴリー記述子であり、”ＳＵ
ＣＣＥＥＤ”は継承記述子であり、”ＩＭＧ”は画像情報記述子であり、”ＳＲＣ＝”は
ＩＭＧ画像指定であり、”ＣＡＴＥＧ＝”はＩＭＧカテゴリー指定であり、”ＣＡＴＥＧ
　ＮＯＴＩＣＥ”はＩＭＧ継承注目指定である。
【００３０】
　以下、上述の電子カメラ１の動作について詳細に説明する。
　図６は、電子カメラ１の再生モード時の動作に係るフローチャートを示した図である。
　尚、本動作の開始時においては、既に当該電子カメラ１による撮影により画像情報がメ
モリカードに記憶されているものとする。
【００３１】
　同図に示したように、再生モードが設定されているときに、ユーザにより入力部１２を
介して再生画像選択に係る操作が行われると（ステップ（以下単に「Ｓ」という）１）、
その操作に応じて、処理が、通常の再生処理（Ｓ２及びＳ３）、又は既存の制御ファイル
への追記或いは新規の制御ファイル作成のための処理（Ｓ４乃至Ｓ８）へ移行する。但し
、このＳ１では、一旦、再生画像選択に係る操作が為された後は、以後、他の再生画像選
択に係る操作が為されるまで処理の移行先が変更されないようになっている。
【００３２】
　処理がＳ２へ移行すると、選択画像再生処理を行い、続いて画像表示処理（Ｓ３）を行
う。このＳ２及びＳ３では、メモリカードに記憶されている画像情報の中からユーザの指
示に応じて選択された画像情報が読み出され、その画像情報に係る画像が表示部５に表示
される。そして、Ｓ３の処理が終了すると、処理が再びＳ１へ戻る。
【００３３】
　このように、Ｓ１乃至Ｓ３の処理が一回又は複数回行われることによって、ユーザはメ
モリカードに記憶されている所望の１つ又は複数の画像情報に係る画像を表示部５に表示
させることができる。
　一方、処理がＳ４へ移行すると、選択画面表示処理を行う。このＳ４では、メモリカー
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ドに記憶されている画像情報の中からユーザの指示に応じて選択された画像情報が読み出
され、その読み出された画像情報に係る画像とユーザが選択可能な項目であるカテゴリー
とが合成されて表示部５に表示される。
【００３４】
　続いて、ユーザにより入力部１２を介してカテゴリー選択に係る操作が行われると、そ
の操作に応じて、表示部５に表示されているカテゴリーを選択し、その選択したカテゴリ
ーと前述のＳ４で選択された画像情報とに基づいて、その画像情報の階層構成を設定する
処理を行う（Ｓ５）。また、このＳ５では、入力部１２を介してユーザによりカテゴリー
選択に係る処理の終了指示が為されたか否かの判定も行われており、その判定結果がＹｅ
ｓの場合にはＳ６へ移行するが、その判定結果がＮｏの場合にはＳ４へ戻り、同様にして
他の画像情報の階層構成を設定することができるようになっている。
【００３５】
　処理がＳ６に移行してくると、続いて、前述のＳ５で設定された画像情報の階層構成の
各々について、Ｓ６乃至Ｓ８の処理を行う。
　具体的には、まず、Ｓ５で設定された一の画像情報の階層構成と同一の階層構成を指定
する制御ファイルが既にメモリカードに記憶されているか否かを判定する（Ｓ６）。この
Ｓ６の判定結果がＹｅｓの場合には、メモリカードからその制御ファイルを読み出し、Ｓ
６で判定対象となった画像情報の階層構成におけるその画像情報のファイル名を、その読
み出した制御ファイルに追記する（Ｓ７）。一方、Ｓ６の判定結果がＮｏの場合には、Ｓ
６で判定対象となった画像情報の階層構成を指定する制御ファイルを新規に作成しメモリ
カードに記憶する（Ｓ８）。
【００３６】
　このように、Ｓ５で設定された画像情報の階層構成の各々についてＳ６乃至Ｓ８の処理
が終了すると、処理が再びＳ１へ戻る。
　このようなＳ４乃至Ｓ８の処理が行われることによって、ユーザは、メモリカードに記
憶されている所望の画像情報の各々について、好みに応じた分類となる階層構成を設定す
ることができ、その設定した画像情報の階層構成を指定する制御ファイルをメモリカード
に記憶させることができる。また、同一の画像情報に対して階層構成を複数設定すること
もでき、その場合には、その画像情報の階層構成を指定する制御ファイルが複数、作成・
記憶されることになる。
【００３７】
　図７(a),(b),(c) 及び図８(a),(b),(c) は、前述のＳ４又はＳ５の処理において表示部
９に表示された表示画面の一例を示した図である。
　図７(a) は、前述のＳ４の開始時に表示された表示画面を示し、この時の表示画面には
、メモリカードに記憶されている一の画像情報に係る画像が表示される。また、表示画面
右上側には、表示されている画像のコマ番号が表示され（同図(b),(c),図８(a),(b),(c) 
において同じ）、表示画面右下側には、表示されている画像に係る画像情報が属するメモ
リカード上の階層名とファイル名とが表示される（図７(b),図８(c) において同じ）。こ
こでは、コマ番号として”１０”が表示され、階層名とファイル名として”ＩＭＯＬＹＭ
Ｐ１０１”と”Ｐ０２１０１１．ｊｐｇ”が表示されている。この表示画面において、ユ
ーザが入力部１２の十字ボタン（不図示）を操作することにより、メモリカードに記憶さ
れている他の画像情報に係る画像を表示させることができる。
【００３８】
　同図(b) は、同図(a) において十字ボタンが操作されたことにより所望の画像が表示さ
れたときの表示画面を示している。この時、ユーザが入力部１２の決定ボタン（不図示）
を操作することにより、表示されている画像（画像情報）を選択することができる。
　同図(c) は、同図(b) において決定ボタンが操作されることにより所望の画像が選択さ
れたときの表示画面を示している。このように、画像が選択されると、ユーザが選択可能
な項目であるカテゴリーが、その画像上に合成されて表示される。ここでは、カテゴリー
として、”旅行”，”スポーツ”，”発表会”，”運動会”，”ポートレート”が表示さ
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れている。この時、ユーザが入力部１２の上下ボタン（十字ボタンの一部）を操作するこ
とにより、カーソル１７を上下に移動させて選択対象となるカテゴリーを指定し、続けて
決定ボタンを操作することにより、指定したカテゴリーを選択することができる。尚、”
↓”は、この表示画面には表示されていない他のカテゴリーを表示させる際に選択される
項目である。また、この表示画面においては、現在何れのカテゴリーも選択されていない
ことから、そのことを示す”現在　なし”が表示されている。
【００３９】
　図８(a) は、図７(c) において上下ボタンと決定ボタンが操作されることによりカーソ
ル１７が移動され”運動会”が選択されたときの表示画面を示している。ここでは、カテ
ゴリーとして”運動会”が選択されたことから、そのことを示す”現在　運動会－”が表
示されている。この時、ユーザは、同様の操作により、続けてカテゴリーを選択すること
ができる。
【００４０】
　図８(b) は、同図(a) において上下ボタンと決定ボタンが操作されることによりカーソ
ル１７が移動され”運動会”に続いて”２００１秋”が選択されたときの表示画面を示し
ている。ここでは、カテゴリーとして”運動会”に続いて”２００１秋”が選択されたこ
とから、そのことを示す”現在　運動会－２００１秋－”が表示されている。このように
、選択されたカテゴリーの数に応じた数の階層が設定されていく。
【００４１】
　同図(c) は、同図(b) においてユーザが入力部１２の設定ボタン（不図示）を操作する
ことによって、表示されている画像と選択されているカテゴリーとから、その画像に係る
画像情報の階層構成が設定されたときに表示された表示画面を示している。ここでは、表
示されているコマ番号”１７”の画像に係る画像情報（ファイル名：Ｐ０２１０８．ｊｐ
ｇ）の階層構成として、”運動会－２００１秋”が設定されたことになる。
【００４２】
　このような操作によって、ユーザは、所望の画像（画像情報）に対し所望の分類となる
階層構成を設定することができる。
　また、この電子カメラ１では、前述のとおり、メモリカードに記憶されている制御ファ
イルの内容を編集することが可能になっている。この場合には、ユーザの指示に応じて編
集対象となる制御ファイルをメモリカードから読み出し、その制御ファイルにより指定さ
れる画像情報の階層構成の内容を表示部９に表示する。そして、ユーザの指示に応じてそ
の内容を編集し、編集後の内容で制御ファイルを更新する。これにより、ユーザは制御フ
ァイルの内容、すなわち画像情報、或いは画像情報の階層構成を自由に編集することがで
きる。
【００４３】
　また、この電子カメラ１では、フラッシュメモリ１０に記憶されているカテゴリーに係
る情報を編集して表示部９に表示させるカテゴリーを追加、変更、又は削除することが可
能になっている。この場合には、ユーザの指示に応じてカテゴリー編集画面を表示し、そ
こでユーザの指示に応じて、表示部９に表示させるカテゴリーの追加、変更、又は削除を
行う。これにより、ユーザは表示させるカテゴリーを自由に追加、変更、又は削除するこ
とができる。
【００４４】
　次に、制御ファイルに基づいてメモリカードに記憶されている画像情報を外部記憶装置
１１の記憶媒体に移動又はコピーするときに行われる、電子カメラ１の動作について説明
する。但し、この動作においては、電子カメラ１に外部記憶装置１１が接続されているも
のとする。
【００４５】
　図９は、その動作に係るフローチャートを示した図である。
　同図に示したように、まず、メモリカードに記憶されている制御ファイルの中から、ユ
ーザの指示に応じて選択された制御ファイルを読み出す（Ｓ１１）。続いて、移動先又は
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コピー先となる外部記憶装置１１の情報を取得し（Ｓ１２）、外部記憶装置１１の記憶媒
体（同図のＤｉｓｋ）の階層構成を解析する（Ｓ１３）。
【００４６】
　続いて、前ステップの解析結果を基に、Ｓ１１で選択された制御ファイルにより指定さ
れる画像情報の階層構成が、その記憶媒体に存在するか否かを判定し（Ｓ１４）、その判
定結果がＹｅｓの場合にはＳ１６へ進み、Ｎｏの場合には、外部記憶装置１１を制御して
、その制御ファイルにより指定される画像情報の階層構成をその記憶媒体に生成させ（Ｓ
１５）、Ｓ１６へ進む。
【００４７】
　処理がＳ１６に移行すると、外部記憶装置１１を制御して、Ｓ１１で選択された制御フ
ァイルにより指定される画像情報の階層構成のとおりに、その画像情報をその記憶媒体に
記憶させる（Ｓ１６）。
　このような動作により、ユーザは、所望の制御ファイルにより指定される画像情報の階
層構成のとおりに、その画像情報を外部記憶装置１１の記憶媒体に記憶させることができ
る。
【００４８】
　図１０(a),(b),(c),(d) は、前述の図９に示した動作前又は動作中において表示部９に
表示された表示画面の一例を示した図である。
　図１０(a) は、図９に示した動作前に表示されたメニュー画面を示している。このメニ
ュー画面では、ユーザが入力部１２の上下ボタンを操作することにより、カーソル１７を
上下に移動させて選択対象となる所望の項目を指定し、続けて決定ボタンを操作すること
により、指定した項目を選択することができる。
【００４９】
　同図(b) は、同図(a) において”注目コピー”が選択されたときに表示された表示画面
を示している。尚、”注目コピー”は、制御ファイルに基づいて画像情報をコピーさせる
場合に選択される項目である。この”注目コピー”が選択されると、メモリカードに記憶
されている制御ファイルのファイル名が表示される。本例においては、メモリカードに制
御ファイル１及び２が記憶されていることから、表示部９に”制御ファイル１”と”制御
ファイル２”が表示されている。また、この表示画面では、ユーザが入力部１２の上下ボ
タンを操作することにより、カーソル１７を上下に移動させて選択対象となる所望の制御
ファイルを指定することができる。また、この表示画面では、カーソル１７により指定さ
れている制御ファイルにより指定される階層構成が表示されるようになっており、ユーザ
は、その制御ファイルにより指定される階層構成を確認することができるようになってい
る。ここでは、カーソル１７により指定されている”制御ファイル１”により、その制御
ファイル１により指定される画像情報の階層構成”運動会－２０００秋”が表示されてい
る。また、この表示画面では、ユーザが入力部１２の決定ボタンを操作することによりカ
ーソル１７により指定されている制御ファイルを選択することができる。
【００５０】
　同図(c) は、同図(b) において”制御ファイル１”が選択されたときに表示された表示
画面を示している。このように、制御ファイルが選択されると、図９に示した動作を開始
指示する項目である”開始”と、制御ファイルの選択解除を指示する項目である”キャン
セル”が表示される。この表示画面において、ユーザが入力部１２の上下ボタンを操作す
ることにより、カーソル１７を上下に移動させて所望の項目を指定し、決定ボタンを操作
することにより、指定した項目を選択することができる。
【００５１】
　同図(d) は、同図(c) において”開始”が指定・選択されたときに表示される表示画面
を示している。このように、”開始”が選択されると、図９に示した動作が開始される。
　尚、前述の同図(b) の表示画面においては、制御ファイルのファイル名の代わりに、直
接、その制御ファイルにより指定される階層構成を表示するようにすることも可能である
。この場合には、例えば、”制御ファイル１”の代わりに”運動会－２０００秋”が表示
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されることになる。
【００５２】
　以上、本実施例によれば、ユーザは、特定の画像情報を移動又はコピーする場合に、そ
の特定の画像情報を好みに応じた分類となる階層構成で移動先又はコピー先となる記憶媒
体に記憶させることができる。
　尚、本実施例に係る電子カメラ１では、画像情報と制御ファイルが同一のメモリカード
に記憶されるものであったが、例えば、制御ファイルに、何れのメモリカードに記憶され
ている画像情報の階層構成を指定するものであるのかを特定するための情報を含めるよう
にすれば、制御ファイルを別の記憶媒体に記憶させるようにすることも可能である。
【００５３】
　また、本実施例に係る電子カメラ１では、移動先又はコピー先となる記憶媒体を、外部
記憶装置１１の記憶媒体としたが、例えば、電子カメラ１が複数のメモリカードを同時に
装着可能に構成されていた場合には、移動先又はコピー先となる記憶媒体を、装着されて
いる他のメモリカードとすることも可能である。
【００５４】
　また、本実施例に係る電子カメラ１では、制御ファイルに基づいて画像情報を外部記憶
装置１１の記憶媒体に記憶させる場合に、電子カメラ１が外部記憶装置１１を制御して画
像情報を記憶させるものであったが、外部記憶装置１１が、電子カメラ１の制御を受けず
に、直接、電子カメラ１により選択された制御ファイルに基づいて画像情報を記憶するよ
うな構成とすることも可能である。
【００５５】
　以上、本発明の電子カメラ、及び記憶方法について詳細に説明したが、本発明は上記実
施形態に限定されず、本発明の要旨を逸脱しない範囲において、各種の改良及び変更を行
っても良いのはもちろんである。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】一実施例に係る電子カメラの構成図である。
【図２】一実施例に係る電子カメラの動作の一例を概略的に示した図である。
【図３】一実施例に係る電子カメラにより作成・記憶された複数の制御ファイルの一例を
示した図である。
【図４】(a),(b) は、階層構成を決定する各カテゴリー間の関係の一例を示した図である
。
【図５】制御ファイルの記述例を示した図である。
【図６】再生モード時の動作に係るフローチャートを示した図である。
【図７】(a),(b),(c) は、Ｓ４又はＳ５の処理において表示部に表示された表示画面の一
例を示した図である。
【図８】(a),(b),(c) は、Ｓ５の処理において表示部に表示された表示画面の一例を示し
た図である。
【図９】制御ファイルに基づいて画像情報を移動又はコピーする場合に行われる動作に係
るフローチャートを示した図である。
【図１０】(a),(b),(c),(d) は、図９に示したの動作前又は動作中において表示部に表示
される表示画面の一例を示した図である。
【図１１】従来の移動又はコピーを説明する図である。
【符号の説明】
【００５７】
　１　　　電子カメラ
　２　　　ＣＰＵ
　３　　　補助記憶部
　４　　　主記憶部
　５　　　表示部
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　６　　　バス
　７　　　撮像部
　８　　　通信インターフェイス
　９　　　画像処理部
　１０　　フラッシュメモリ
　１１　　外部記憶装置
　１２　　入力部
　１３　　ストレージデバイス
　１４　　階層構成
　１５　　制御ファイル
　１６　　階層構成
　１７　　カーソル
　２１　　電子カメラ
　２２　　ストレージデバイス
　２３，２４　階層構成

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１１】
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